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北河内地方における二人称としての「自分」の使用について 
 






























                                                        
1 「自分」の項目についてはこの記述しかなく、他の記述は見られなかった。 
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には用いることができないということができる。」と述べている。すなわち、 















































なお、今回の調査では、男女ともに若年層は 20 歳～25 歳、老年層は 55 歳～65 歳までを対
象とした。この 4 種類のコンサルタントの調査を通して、社会言語学的視点から、男女差、
世代差による違いも検討する。 
表 1: 今回対象としたコンサルタントの年齢層・出身・性別データ5 
男 女 男 女
枚方 14 5 8 7
寝屋川 43 6 1 3
交野 9 2 1 0
門真 25 3 1 2
守口 11 4 0 1
大東 4 1 0 0
四条畷 1 0 0 0
















（Ａ）「自分、最近東京行ったんやって？」   
1. 部活動や学校の後輩、会社の部下など目下の人に対して （する・しない） 
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2. 部活動や学校の先輩、会社の上司など目上の人に対して （する・しない） 
（Ｂ）「自分、最近東京行きはったんですって？」   
1. 部活動や学校の後輩、会社の部下など目下の人に対して （する・しない） 
2. 部活動や学校の先輩、会社の上司など目上の人に対して （する・しない） 
 
4.2 家族内において（アンケートの例文Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆに対応） 






1. 両親に対して （する・しない） 
2. 上の兄弟に対して （する・しない） 
3. 下の兄弟に対して （する・しない） 
（Ｄ）「自分、何さらしとんねん！！しばくぞ！」 
1. 両親に対して （する・しない） 
2. 上の兄弟に対して （する・しない） 
3. 下の兄弟に対して （する・しない） 
（Ｅ）「自分、ほんまもう何してんねんって・・・」 
1. 両親に対して （する・しない） 
2. 上の兄弟に対して （する・しない） 
3. 下の兄弟に対して （する・しない） 
（Ｆ）「自分がおってくれて、おれほんまよかったわー」 
1. 両親に対して （する・しない） 
2. 上の兄弟に対して （する・しない） 




に述べる（a）から（e）の 5 つの状況に照らして考えてみることにした。  
（Ｇ）「自分漫才好き？」 
1. 初対面の人に対して （する・しない） 
2. 好感を持っている異性に対して （する・しない） 
3. 好感を持っている同性に対して （する・しない） 
4. 嫌悪感を持っている異性に対して （する・しない） 
5. 嫌悪感を持っている同性に対して （する・しない） 
北河内地方における二人称としての「自分」の使用について 
 




























若年層男性 若年層女性 老年層男性 老年層女性
可 102 15 9 10
不可 5 6 12 3
可 0 0 0 1
不可 107 19 10 10
可 56 12 7 7
不可 47 9 4 6
可 4 3 3 2







   
＜若年層男性＞ 




 - 182 - 
予想通りの傾向が表れる結果となった。 
＜若年層女性＞ 










若年層男性 若年層女性 老年層男性 老年層女性
可 11 3 1 0
不可 96 18 10 13
可 7 5 2 0
不可 100 16 9 13
可 6 6 4 1
不可 101 15 7 12
可 21 10 0 1
不可 86 11 11 12
可 12 12 0 1
不可 95 9 11 12
可 12 9 2 5
不可 95 12 9 8
可 13 5 3 2
不可 94 16 8 11
可 9 5 4 3
不可 98 16 7 10
可 3 3 2 3
不可 104 18 9 10
可 6 8 2 1
不可 101 13 9 12
可 6 9 2 2
不可 101 12 9 11
可 3 10 4 5







































若年層男性 若年層女性 老年層男性 老年層女性
可 79 15 9 10
不可 21 6 2 3
可 83 13 4 6
不可 20 8 7 7
可 100 16 7 9
不可 7 5 4 4
可 54 16 7 7
不可 53 5 4 6
可 48 15 7 7






















老年層男性の傾向と似ている。しかし、4 と 5 の嫌悪感を抱いている人に対しては、老 
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